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研究成果の概要（和文）：入会(いりあい)慣行とは、農山漁村の自然資源の共同管理利用と生活の維持だけでなく、環
境を持続的に保護する、長い歴史を持った民衆の知恵である。ところが、明治以降、急速な近代化政策によって、これ
らの慣行は、後進的・非効率的と見なされ、入会地の国有化、公有化、私有化が進められた。本研究は、とくに明治以
降の岩手におけるこれら慣行の１網羅的な資料蒐集２それらの個別的分析３社会的提言４成果の学生市民への還元５国
際的発信を進め現代的意義を探ることを目標とした。成果は１資料集の刊２個別研究の公刊３入会未来像の概要提起４
授業および学生市民向け講座の実施と報告書刊行５国際学会への参加報告とその公刊を果たした。

研究成果の概要（英文）：Customs of Iriai(Commons) are the worldwide and long historical wisdom of peoples 
governing and using natural resources sustainably wiothin the limit of environmental protection. Our 
results according to each aim of research are: 1 publication of the historical materials of Iriai in 
Iwate district 2 analyses on Iriai cases 3 proposal of the sketch of future figure of Iriai system 4 
performances and publication of the lectures and seminar on Iriai customs 5 attendance to an 
international conference on studying commons in Canada and publication of the report to it.

研究分野： :経済理論・経済史

キーワード： Iriai(commons)　資料の網羅的蒐集　学生・市民への成果還元　個別事例の分析　国際発信
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 入会[いりあい]関係とは、農林漁業など第一
次産業にあって、その資源を共同で管理・利
用し、同時に資源の乱用を避け環境を守りな
がら持続的な運用を図る慣習といえる。原型
は、古く原始・古代から存在してきたが、近
現代も第一次産業を支える重要な慣行とし
て、根強く存続してきた。 
(1) 岩手の入会研究は、第二次大戦後、法社
会学および経済史研究者たちの手によって、
散発的にではあるがその実態の個別事例研
究が進められ、あわせて、日本経済の近現代
的発展の中でのその位置づけの理論的・法則
的な究明がなされてきた。その主張の内容は、
日本資本主義の一般的な発展の中で、共同体
的な自然資源の管理と利用の実態は、前近代
的・後進的な性格を持っており、近代化の歴
史的発展とともに「解体」と「消滅」を免れ
ないもの、岩手もその傾向の例外ではない、
という評価であった。 
(2) しかし、実際には、農漁民の側には強い
存続の動機があったにもかかわらず、明治以
降の行政権力による強権的な入会権のはく
奪や消滅の政策によって、多くがその慣行を
失ったが、なお、人民の側の強い抵抗の結果
として、さまざまな形を変えながら、いまな
お、存在し続けてきている。 
 こうした事実は、これまでの入会慣行の評
価に反省を迫ることになっている。 
(3) 他方、特に第二次大戦後の資本主義経済
のグローバルな発展の結果として、資源の極
限までの開発利用が進み、その結果としてさ
まざまな地球規模での環境の破壊が危機的
な状況にまで達しつつあることから、資源の
制限的利用、環境バランスの持続的保全管理
の必要が叫ばれ、そのための入相型管理利用
の不可欠性が再認識されつつあり、それを保
障する先人の知恵を再認識しようとするコ
モンズ研究が最近数十年に急速に普及し、世
界的規模で入会慣行類似のコモンズ慣行の
掘り起こしと研究がめざましく発展してき
ている。 
(4) この 2 大潮流の間には、断絶があり、ま
た、それぞれに長所短所を持っているが、そ
れらの間には必ずしも十分な協力と相互交
流を通した理論的・方法的な論争・調整がな
されてきたとはいえない状況がある。 
(5) 問題そのものは、極めて深刻であり、危
機の克服と未来の社会の在り方をめぐって、
こうした共同管理利用の再評価を含め、緊急
にその解決方向を模索していく必要がある
にもかかわらず、その方向提起さえも十分と
は言えない状況にある。 
２．研究の目的 
(1) そこで、やや回り道と言われるかもしれ
ないが、またとくに近現代の日本、岩手とい
う一地域に限定した形ではあるが、この入会
慣行が歴史的にどのように存在していたか、
を全体像として明らかにし、この慣行が現今
の社会的問題の解決にとって果たして有効

かどうか、有効だとすれば、具体的にどんな
姿をとることが必要で、且つまた望ましいも
のか、を考えてみたいと思った。 
(2) その結果、以下のような目標を掲げた。 
① 岩手入会アーカイブ構築－岩手地域 
 入会関連資料の網羅的蒐集・保存活用 
② 入会問題の学際的・批判的分析と集大 
 成－ケーススタディーの積み上げ 
③ 農山漁村の閉塞状況打破の方向づけと 
 社会的提言－中間集約と概説的著作化、 
 シンポジウムを通した社会への還元普及 
④ 教育面への活用－大学教育カリキュ 
 ラムへの組み込み、共同研究の次世代へ 
 の継承と後継者の育成、成果の還元態勢 
 の確立 
なお、第 2 年度から、予期しない形で、国際
的交流が急速に進み、その結果、予算上はか
なり困難ではあったが、⑤番目の目標として
国際的交流(受け入れと発信・参加)を掲げ、
極的に進めることにした。 
３．研究の方法 
(1) これらの実現ためには、従来のように
断片的・散発的事例ではなく、網羅的な、し
かも、理論的仮設を例証する範囲の事例研究
ではなく、網羅的事例から帰納的に理論を検
証し、生み出せるような包括的研究を目指す
必要がある。しかしそれは一個人が簡単に果
たせるものでもなく、また短期間の共同によ
っても至難といわねばならない。とすれば、
目的とする対象(岩手の入会慣行)に関する
資料そのものをまず網羅的に蒐集して共同
利用可能なアーカイブ(資料庫)に蓄積し、世
代を超えた共同利用の道を拓いておくこと
が最善の方向と考えた。 
(2) 幸い、地方行政記録に関しては岩手県
庁文書資料庫があり、全国的に見ても最も充
実した資料を保存している機構に属する。ま
た、入会関係は訴訟が比較的多く、その大部
分は判決記録だけにとどまっているが、その
記録を通して、入会慣行やそれをめぐる争訟
の問題点をうかがい知ることができる。また、
稀ではあるが裁判記録全体が保存されてい
る場合もあり、その場合はさらに深くその事
件の内容経過や背景などを知ることができ
る。関連して裁判当事者(原被告、代理人弁
護士、利害関係人、支援者など)が保存して
いる様々な資料は、裁判自体が語りうる範囲
を超えた同時代の社会状況を知るよすがと
なる。こうした諸資料源から目的に即した資
料を選択蒐集し、関心を持つ研究者が広く利
用できる態勢を築き、次世代にも開かれた形
で受け継いでいくことができれば、はるかに
息長く、また客観性を持った研究を共同で積
み上げて行くことが可能になろう。 
(2) さらに蒐集対象を広げながら、その範
囲で②-⑤の事例研究や理論・方法に関する
諸説の批判的研究、教育への還元、国際交流
を進めて行ければ、蒐集作業だけに終わらせ
ることなく、創造的成果を生み出し、現代の
課題とのつながりを追究することができる



ものと考えた。 
４．研究成果 
 こうした設定の下に、５ヶ年の共同作業を
行ってきたが、以下、研究目的①-⑤に対応
して、成果の概略を述べる。 
①岩手入会アーカイブ構築－岩手地域入
会関連資料の網羅的蒐集・保存活用のための
態勢作り 
(ⅰ) すでに 2001 年から任意団体の手で「小
繋事件文庫」の設置運動が展開され、2003
年岩手大学図書館に同文庫が設置された。本
科研費はこれを実質的に引き継ぎ、飛躍的に
充実させ、入会研究の拠点とすることを目指
した。2010 年の挑戦的萌芽研究「入会権と
先住補償、森林環境保護、居住福祉」(課題番
号 22653012、研究代表吉田邦彦)とも連携し
て、「高嶺の花」だった国立公文書館つくば
分館の入会関連民事判決原本の調査と蒐集
を最優先とし、前後 13 回の調査で、293 件、
約 6600 コマの判決資料を蒐集した。あわせ
て同館所蔵の『岩手県明治林政史資料』の調
査蒐集も行い、全 18 巻 5800 コマの資料も蒐
集した。これらは、単に入会裁判の存在やそ
れらの経過を知るだけではなく、それらをめ
ぐる入会慣行の具体的内容、さらには村落の
生活実態の一部までも知ることのできる基
礎資料であり、貴重な歴史文書のひとつであ
る。ここには、政府・地方行政機関・地主等
の支配層が是等の慣行や地域住民に対して
どのような態度を取り、どのような政策を実
行してきたかも、如実に記録されている。 
(ⅱ) また、岩手県庁文書庫所蔵の入会関連
行政資料も、科研費給付以前からの蒐集分を
含めて 13700 コマ余に達している。ほかにも、
判決を含む裁判全記録 4 件(小繋、戸呂町、大
野、小国湯沢。うち小繋民事・刑事裁判記録
は、DVD14 枚と別冊解題・目次付きで出版
された)、裁判当事者・弁護士などの記録メモ、
等々、多彩な文書資料が含まれている。とり
わけ大震災・津波で被災した石巻文化センタ
ー所蔵の布施辰治関係資料は、多数の入会裁
判資料や布施の入会問題研究文書が保存さ
れており、被災前に一部調査蒐集できたこと
は幸運であった。 
(ⅲ) それらの目録は、本科研費最終年度に
『岩手の入会調査研究資料集[第 1輯]』とし
て刊行された。 
②入会問題の学際的・批判的分析と集大成－
ケーススタディーの積み上を通して 
 本科研費のチーム編成自体が、コモンズ論、
法社会学、農業経済学、林学、経済史、社会
学、民俗学などの学際的分野に亘っており、
関心対象も多様である。それらの多様性を活
用しながら、入会研究の個別研究を積み上げ、
理論・方法上の相異点について相互の検討と
交流によって独自のあり方を模索していく
ことが極めて有効であった。科研費メンバー
による岩手近現代史研究会、オストローム輪
読会、岩手入会事例研究会などの流派の異な
る研究者の交流と自由な成果報告の機会が

設定され、①の資料蒐集をもとに、⑤の国際
交流と発信の機械を積極的に活用する共同
研究が進められた。それらの成果を『岩手の
入会事例集』(仮題)として集大成すべく、準
備的研究会を重ね、ⅰ)国有林野(元入会
地)73 件、ⅱ)公有林野(部落有林野入会地)65
件、ⅲ)私有林野(代表名義私有入会地)39 件
の３つのカテゴリー(種類)に分類される林
野入会計 177 件、ⅳ)漁業入会 31 件、ⅴ)水
利権・温泉権・水車・溜池その他 24 件、総
計 232 件を主要事例として整理したが、なお
十分な編成にいたらず、今後の課題として残
したが、こうした包括的把握に近づくことに
よって、一方には数量的・統計的分析(大量
比較分析)の道を拓き、他方には法則的・傾
向的把握を帰納的に検証する道を拓くこと
になる。 
③農山漁村の閉塞状況打破の方向づけと社
会的提言－中間集約と報告書、シンポジウム
を通した社会への還元と普及 
 科研費期間中に東日本大震災・津波と原発
事故に遭遇し、科研費メンバーの多くがその
復興や対策に関する研究や提言の任務を与え
られることになり、このテーマは一層複雑で
困難な課題となって、容易に答えのでないも
のとなった。その内容も多岐にわたり、目下
はそれぞれが取り組む形となっている。チー
ムとしては、国際コモンズ学会参加の外国人
の受け入れを機に、気仙沼市唐桑町水山牡蠣
養殖場(代表畠山重篤)、宮古市田老漁業協同
組合、同重茂漁業協同組合などの聞き取り調
査を行い、国際発信のための英日両語による
ガイドブック作成などに応用したが、明確な
研究に基づく成果に実らせることは出来なか
った。今後の課題である。 
④教育面への活用－複数大学の教育カリキ
ュラムへの組み込みと概説的著作編集、共同
研究の次世代への継承、成果の発信・育成態
勢の確立 
(ⅰ) 岩手大学2012年度「初年次自由ゼミナ
ール」の正規科目として登録・実施した。「一
年次自由ゼミ: 人と自然との関わりを問い直
す－入会とコモンズ」はほぼ全メンバーによ
る講義と複数教員の討論参加の方式で実施さ
れ、少人数ながら5名の意識の高い参加学生か
らの質問・討論で、熱気のある充実したもの
となった。また、野外実習として、九戸村財
産区の現地訪問見学、同村自治会幹部との話
し合いなど、学生・教員両者にとって得難い
体験となった。毎回および全体について提出
された学生の感想・アンケートからも、知識
としての授業以上の新しい体験や楽しさを味
わえたことが読みとれる。 
(ⅱ) しかし、科研費側の強い実施希望にも
拘わらず、全学的カリキュラムの編成実務上
の制約から、継続は実現せず、その後は、岩
手県立大学での企画として、2013年度は、自
由参加の上映会とそれに基づく討論・懇談会
を2日間に亘って実施し、学生・市民の交流の
場ともなって、予期しない成果ともなった。



2015年度には入会研究に従事する岩手大学大
学院生を講師として、実態調査を中心とする
市民講座方式の講演会を企画実施し、学生の
任意参加も求めた。この成果は報告書として
刊行された(5 主な発表論文等、〔図書〕の③)。
(ⅲ) このカリキュラム実施は、入会に関す
る知識の普及に止まらず、その研究後継者の
育成を目指したもので、本来は、一般教育的
な内容から、大学院生向けの専門教育と実
習・ゼミにいたる多段階の内容を含め恒常的
な実施とアーカイブの資料を直接利用した高
度な内容を含む、体系的なカリキュラムであ
ったが、それらを各大学に承認させること自
体、至難であり、着実な準備段階を経る必要
を改めて痛感した。 
⑤国際的交流(受け入れと発信・参加)を通し
た相互協力と批判的切磋琢磨の推進 
(ⅰ) このテーマは、科研費 2 年目の 2012
年から周囲の事情によって急拠要請され、
2013 年度から正式に目標に加えられたもの
で、成果も著しかった。国際コモンズ学会富
士山中湖大会の開催がそれで、科研費メンバ
ーの数名が大会に参加・報告を行っただけで
なく、科研費チームも加わって、諸外国から
の参加者を中心に岩手へのポスト・カンファ
レンス・フィールド・トリップ(大会後の見学
旅行)を企画実施した。その内容は、第 1-2 日
に沿岸漁協訪問と津波被害復興に際しての
漁協といわて生協との生産-消費のコモンズ
型連携の現況視察と報告・懇談、第 3 日に岩
手大学図書館所蔵の岩手入会アーカイブ(小
繋事件文庫)の入会展示会見学と小岩井農場
(元部落有入会地→官有区分による補没収、官
有地払い下げによる大企業私有農場化)の見
学、第 4 日に入会裁判 60 年の歴史を持つ小
繋訪問と現地住民との懇談、、第 5 日に国際
コモンズ学会元会長マーガレット・マッキー
ン教授の講演会と彼女を囲む学術セミナー
の開催と、充実した交流を実現することが出
来た。なお、このイベントの報告書(［図書］
⑦)を刊行した。 
(ⅱ) マッキーン女史は、同年、および 2014
年(学術振興会外国人招聘研究者として)来盛
し、科研費メンバーその他と交流してセミナ
ー、理論枠組みと大量比較研究の方法論の検
討と、岩手入会アーカイブのデータ整理の検
討など、立ち入った共同研究を行った。その
結果、2015 年の国際コモンズ学会(カナダ・
エドモントン)でパネルセッションの共同報
告(〔学会発表〕①②を含む 4 報告)を行うこ
とが出来た。 
(ⅲ) とくに、コモンズ研究では軽視されが
ちな、歴史研究の視点と、包括的資料に基づ
く大規模事例研究の必要を提起した点で、オ
リジナリティを打ち出せたと考えている。こ
の報告の資料的基礎となった「M44 公私地入
会関係調査表」は前掲の『岩手の入会調査研
究資料集[第 1輯]』に収録されている。 
(2) [成果の国内外における位置づけとイ
ンパクト] 

(ⅰ) 本報告の１「研究開始当初の背景」で
述べたように入会研究には２大潮流があり、
それぞれに一長一短があると見ているが、こ
のことについて十分な論議がなされてきた
とはいえない状況がある。その決定的な理由
の一つは、入会権の歴史と現状について、そ
もそも各地域の資料のデータを着実且つ網
羅的に蒐集し蓄積するという最も基礎的な
作業がこれまで欠如していた点にある。こう
した作業は、全国的に見て、本研究によって、
はじめて着手されたといって過言ではない。
その意味で画期的な成果といえるが、残念な
がらその作業は完結してはいない。研究助成
の継続による長期的取り組みによって、全国
のモデルとなることを目指している。 
(ⅱ) 国際的に見れば、コモンズ研究の方法
は多彩であり、むしろ学際的で多様な方法の
協同をむしろ推奨してもいるが、反面長期に
わたる歴史的分析は、あまり重視されている
とは言えない。豊富な歴史資料を抱えるヨー
ロッパやインドなどの研究との交流を深め
ることを通して、歴史的社会関係を背景とす
る入会の総体的分析の方向を強めていくこ
とができると考えている。 
(3) [今後の展望] 
(ⅰ) これまでになされた資料蒐集や『岩手
の入会調査研究資料集[第 1 輯]』、さらには
刊行予定の『岩手の入会事例集』(仮題)は、
研究の完結を意味するものではなく、ほんの
始まりを示すものにすぎない。なぜなら、た
とえば公文書館ひとつとっても、その蒐集範
囲は岩手関係民事判決原本戦前分全784冊の
うち漸く 280 冊を終えただけであり、引き続
き調査しなければ極めて不完全なものとな
らざるを得ない。さらに加えて戦後分の保存
もはじまっており、その数は未確認であるが、
法体系が根本から変わっており、とくに入会
関係の判決に大きな変革が生じているだけ
に、看過するわけには行かない。 
(ⅱ) また、散発的なケーススタディーでは
なく、詳細な個別分析を基礎とする全体的傾
向・趨勢の分析も十分可能となっているため、
包括的な資料を共同の武器庫とする、広く多
様な分析を共同で積み上げて行く可能性が
ひられつつある。あい路はむしろ層の厚い後
継研究者をいかに手堅く育成していくかに
ある。 
(ⅲ) こうした点を軽視することなく、研究
と合わせて取り組んでいきたい。そのために
は、大学側で一層柔軟で重層的ななカリキュ
ラム編成を組める態勢づくりを進める必要
がある。入会の教訓に学び、農山漁村の新た
な生活と社会構造を築いていくことは、岩手
のような山と海と川を主資源とする地域社
会の中心にある大学・研究機関が取り組むべ
き最重要課題だからである。 
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